
主目的 3 12 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

車両運転者に対し通学路であることの認識と注意を喚起し、児童生徒の通学時における安

全性を向上させる。

内容

（手段）

通学路の要所に通学路標識の設置や、注意箇所にみどり線を設置することにより、車両運

転者の注意を喚起する。

関係機関と協議し、効果の高い通学路を選定し通学路標識の新設、みどり線設置工事を実

施する。

破損した通学路標識は速やかに取替を行う。

○平成25年度実施内容(決算額）

　　通学路標識の新設移設等工事費　22基　　1,039,500円

　　通学路みどり線設置　　　　　　　　　12箇所　3,667,650円

　　通学路標識建替修繕料　　　　　　　　3基　　　 158,550円

　　通学路標識撤去等手数料　　　　 　　1基          12,000円
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　　通学路標識撤去等手数料　　　　 　　1基          12,000円

○平成26年度実施内容（予算額）

　　通学路標識の新設等　　　　　　　　　20 基　　1,000,000円

　　通学路みどり線設置　　　　　　　　　 4箇所　　2,300,000円

　　測量設計委託料　　　　　　　　　　　　 　　　　　 1,000,000円

　　通学路標識建替修繕料　　　　　　　　  7基       300,000円

　　通学路標識撤去等手数料             　15基  　　155,000円
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事業の

達成状況

全国的に通学路における交通事故が多発した、平成２４年度に行った、学校、教育委

員会事務局、道路管理者、警察による市内１６小学校の通学路緊急合同点検及び対

策案検討会による対策案に基づくものを含め、通学路に、標識やみどり線の設置を

行った。
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成果指標名
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事業実施におけ

る課題

緊急合同点検結果による危険箇所については、対策案に基づく対策の実施が進んで

いるが、実施した対策の効果について確認していく必要がある。

また、みどり線の基準について、見直しを含め関係機関等と検討する必要がある。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

みどり線設置箇所の増加に伴い、設置予定箇所の設計が担当課・道路課だけでは難

しくなってきていることから、測量設計委託を業者発注することにより、適切な設計を

行うことができるようにする。
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２７年度以降

の改善案

引き続き、道路管理者、警察等と連絡を密にし、通学路の危険箇所の認識を共有して

いく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

　過去に設置した標識の腐食等による立替、また、新たに通学路指定された場所へ

の通学路標識の設置は毎年必要となる。また、今後の通学路変更や交通状況の変

化等により、みどり線設置が必要となる箇所があるため、継続実施が必要である。

判定理由

通学路は、その年度ごとに小中学校からの申し出により見直しされるが、その変更に

対応した表示を行うことが出来ず、車両運転者が正しい通学路の認識ができず、児童

生徒の通学上安全が確保できなくなる可能性がある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


